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校
庭
の
桜
吹
雪
が
舞
う
中
に
新

入
生

名
を
迎
え
、
全
校
生
徒

名
、
教
職
員

名
で
佐
賀
県
立
佐

賀
西
高
等
学
校
の
平
成

年
度
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
明
治

年
に
本
校
が
佐
賀

変
則
中
学
校
と
し
て
開
校
し
て
か

ら
、

年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
も
本
校
の
教
育
目
標
と

し
て
、

忠
恕
の
心
を
忘
れ
ず
に
、

己
の
可
能
性
へ
挑
戦

と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
学
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
豊
か
な
感
性
と
人
間
性
と
を

育
み
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
・
高

い
志
と
使
命
感
を
持
ち
、
将
来
の

日
本
や
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
生
徒
諸
君
一
人
ひ
と
り

が
、
授
業
・
部
活
動
・
学
校
行
事

な
ど
あ
ら
ゆ
る
本
校
の
教
育
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
教
職
員
の

教
え
に
従
い
、
友
人
と
切
磋
琢
磨

す
る
中
で
自
己
研
鑽
に
努
め
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
社
会
教
育
家
の
後
藤
静

香
氏
は

権
威

と
い
う
本
の
中

で
次
の
よ
う
な
詩
を
書
か
れ
て
い

ま
す
。

第
一
歩

十
里
の
道
の
第
一
歩

百
里
の
道
の
第
一
歩

同
じ
一
歩
で
も
覚
悟
が
ち
が
う

三
笠
山
に
登
る
第
一
歩

富
士
山
に
登
る
第
一
歩

同
じ
一
歩
で
も
覚
悟
が
ち
が
う

ど
こ
ま
で
行
く
つ
も
り
か

ど
こ
ま
で
登
る
つ
も
り
か

目
標
が

そ
の
日
そ
の
日
を
支
配
す
る

最
後
の
表
現
が
特
に
印
象
的
で
す
。

目
標
を
持
つ
こ
と
は
生
活
を
充
実

さ
せ
る
基
盤
で
す
。
目
標
は

そ

の
日
そ
の
日
を
支
配
す
る

だ
け

で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
一
生
を
左

右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
ま
ず

は
確
た
る
目
標
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
は

十
里
の
道

よ
り
は

百
里
の

道

、

三
笠
山

よ
り
は

富

士
山

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
高
き
を

目
指
し
て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
た
だ
単
に
目
標
を
高

く
掲
げ
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

事
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

、
す
な
わ
ち
、

（
計
画
）
、

（
実

践
）
、

（
評
価
）
、

（
行
動
）
の
サ
イ

ク
ル
が
大
切
で
す
。
将
来
の
大
き

な
目
標
を
見
定
め
て
、
毎
朝
、
そ

の
日
に
な
す
べ
き
こ
と
を
決
め

（

）
、
そ
の
計
画
通
り
に
行
い

（

）
、
う
ま
く
い
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
を
評
価

（

）
し
、
よ
く
な
か
っ
た
と
こ

ろ
は
明
日
は
う
ま
く
い
く
よ
う
に

改
善
（

）
し
て
み
る
の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
改

善
が
可
能
に
な
り
、
常
に
自
己
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
徒
諸
君
の
未
知
の
可
能
性
を
信

じ
る
が
故
に
、
こ
の
姿
勢
を
強
く

求
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高

き
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
を
目

指
し
て
い
か
に
有
意
義
な
日
々
を

送
る
か
。
そ
れ
が
、
生
徒
諸
君
一

人
ひ
と
り
の

己
の
可
能
性
へ
の

挑
戦

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
だ
け
で
有
意
義

な
日
々
を
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

朝
は
自
分
で
起
き
る
、
遅
刻
・
欠

席
を
し
な
い
、
交
通
マ
ナ
ー
を
順

守
す
る
、
授
業
を
真
剣
に
聞
く
、

心
の
こ
も
っ
た
掃
除
が
で
き
る
、

家
庭
学
習
を
習
慣
づ
け
る
な
ど
と

い
っ
た
、
日
常
生
活
の
基
本
を
も

う
一
度
見
直
し
、
毎
日
の
生
活
を

リ
ズ
ム
あ
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
気
持
ち
の

よ
い
挨
拶
の
励
行
か
ら
は
じ
め
て
、

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を

培
い
、

忠
恕
の
心

を
忘
れ
な

い
人
間
と
し
て
日
々
成
長
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
、
我
々
教
職
員

は
、
子
ど
も
達
の
優
れ
た
能
力
を

最
大
限
引
き
出
す
こ
と
を
責
務
と

考
え
、
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
教

育
に
当
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
や
地
域
社
会
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
校
の

教
育
方
針
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
指
導
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
長

梶
原

彰
夫

忠忠
恕恕
のの
心心
をを
忘忘
れれ
ずず
にに
、、
己己
のの
可可
能能
性性
へへ
挑挑
戦戦

忠
恕
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
己
の
可
能
性
へ
挑
戦

向
上
心

が
あ
る
と
云
わ
れ

る
人
は
、
強
い
精
神
力
と
逆
境
に

も
耐
え
う
る
身
体
を
兼
ね
備
え
て

い
る
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
二
連
覇
を
飾
っ
た
侍

ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ン
バ
ー
・
イ
チ

ロ
ー
は
、
優
勝
後
の
コ
メ
ン
ト
で

日
本
チ
ー
ム
の
こ
と
を

向
上
心

が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
は
強
い
。

チ
ー
ム
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
か

を
得
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
そ
う
い
う
形
は
全
く
い
ら
な

い
。
向
上
心
さ
え
あ
れ
ば
、
チ
ー

ム
は
い
く
ら
で
も
可
能
性
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
表
現

し
た
。
大
会
期
間
中
、
自
身
打
撃

不
振
で
苦
悩
と
葛
藤
の
中
で
、

チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
支
え
が
あ
り
、

最
後
に
彼
は
優
勝
の
立
役
者
と
な

れ
た
。
や
は
り
イ
チ
ロ
ー
は
す
ご

い
と
誰
も
が
言
う
が
、
そ
の
裏
付

け
は
、
日
頃
か
ら
の
弛
ま
ぬ
努
力

と
常
に
持
ち
続
け
る

向
上
心

か
ら
で
あ
ろ
う
。

西
高
生
も
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
学
習
環
境
の
中
、
常

に
高
い
目
標
や
理
想
を
抱
き
、
文

武
両
道
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

し
か
し
、
高
校
三
年
間
の
中
で
は

紆
余
曲
折
、
悩
み
苦
し
む
場
面
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
一
人
ひ
と
り
が

向
上
心

を
持
ち
、
西
高
と
い

う
向
上
心
の
あ
る
チ
ー
ム
の
中
で

切
磋
琢
磨
し
、
い
か
な
る
場
面
で

も
動
じ
な
い
精
神
力
と
体
力
を
身

に
付
け
、
最
大
限
の
可
能
性
を
見

い
だ
し
て
ほ
し
い
。
最
後
に
は
、

必
ず
最
高
の
結
果
（
大
学
合
格
）

が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

（

）

栄栄栄栄栄栄栄
城城城城城城城
ののののののの
風風風風風風風

栄
城
の
風



学部系統別　　　志願者指数（20年＝100）
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全
体
的
な
総
括

平
成

年
度
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
志
願
者
数
は
昨
年
よ

り
約

人
多
い

人
と
な
り
昨
年
度
の
約

万
人
減

の
後
の
ゆ
り
戻
し
は
な
く

年
度
以
降
続
い
て
い
る
志
願
者

の
減
少
傾
向
に
ま
だ
歯
止
め
が
か

か
っ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
そ
の
内
訳
は
、
高
卒
生
等
の

志
願
者
数
が

人

と
昨
年
よ
り

人
減
少

し
、
現
役
生
が

人
と
昨
年
よ
り

人
増

加
し
て
お
り
現
役
生
の
セ
ン
タ
ー

試
験
志
願
者
に
占
め
る
割
合
は

・

％
と
過
去
最
高
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
と
同
様
に

私
立
大
専
願
の

科
目
文
系
型
受

験
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

各
教
科
に
つ
い
て
は
、
昨
年
が

全
体
的
に
高
い
平
均
点
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
一
転
し
て

科

目
中

科
目
で
平
均
点
が
ダ
ウ
ン

し
ま
し
た
。
特
に
英
語
記
述

・

ダ
ウ
ン
、
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ

・

ダ
ウ
ン
、
国
語

・

ダ

ウ
ン
の
影
響
は
大
き
く
、

教
科

科
目
文
系
型
で
は

点
ダ
ウ
ン

の

点
、

教
科

科
目
理
系
型

で
は

点
ダ
ウ
ン
の

点
と
文
系

が
国
立
大

科
目
化
さ
れ
た

年
度
以
降
で
は
理
系
は

番

目
に
低
く
、
文
系
は

番
低
い
平

均
点
と
な
り
ま
し
た
。

国
公
立
大
学

国
公
立
大
学
の
募
集
定
員

人
に
対
す
る
志
願
者
は

人
で
、
志
願
倍
率

は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
導
入

以
来
最
も
低
い

・

倍
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
の
平
均
点
ダ
ウ
ン
の
影

響
で
思
う
よ
う
に
得
点
で
き
な

か
っ
た
受
験
生
が
国
公
立
大
学
へ

の
出
願
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
こ

と
と
、
後
期
日
程
に
お
い
て
旧
帝

大
の
後
期
日
程
廃
止
の
影
響
で
周

辺
大
学
の
入
試
が
厳
し
く
な
る
と

い
う
予
測
の
も
と
に
後
期
日
程
の

出
願
を
と
り
や
め
た
受
験
生
が
多

か
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
系
統
別
の
志
願
状
況
を
み

て
み
ま
す
と
、
こ
こ
数
年
の
社
会

情
勢
の
急
激
な
変
化
を
受
け
て
、

緩
や
か
な
文
低
理
高
の
中
で
、
理

系
で
は
理
、
農
学
系
、
文
系
で
は

社
会
・
国
際
系
が
志
願
者
を
増
や

し
て
い
ま
す
。

私
立
大
学

私
立
大
学
の
志
願
者
数
は

年
度
で
そ
こ
を
う
ち

年
度
か
ら

年
連
続
し
て
増
加

し
今
年
度
も
微
増
と
な
り
、
こ
の

あ
た
り
で
落
ち
着
き
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
平
均

点
ダ
ウ
ン
に
よ
り
弱
気
に
な
っ
た

受
験
生
が
私
立
大
学
を
専
願
し
た

り
、
国
公
立
大
学
志
願
者
が
併
願

校
と
し
て
私
立
大
学
を
よ
り
多
く

志
願
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数

年
試
験
日
の
複
数
設
定
、
学
内
併

願
時
の
受
験
料
割
引
、
地
方
試
験

会
場
の
設
置
等
と
入
試
改
革
に
よ

り
志
願
者
を
大
幅
に
伸
ば
す
大
都

市
圏
の
有
名
大
学
と
志
願
者
の
減

少
に
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
多
く

の
地
方
の
私
立
大
学
と
の
間
の

極
化
に
つ
い
て
も
景
気
悪
化
等
の

影
響
も
あ
り
多
少
内
容
的
な
変
化

が
生
じ
ま
し
た
。

本
校
に
お
け
る
総
括

本
校
の
セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
率

は

・

％
で
、
（

）教
科

科
目
型
の
平
均
点
（

点
満
点
）

は

・

点
で
、
昨
年
よ
り
も

・

点
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
国

公
立
大
学
の
結
果
と
し
て
は
、
東

京
大
学

名
（
現
役

名
、
浪
人

名
）
、
京
都
大
学

名
（
現
役

名
、
浪
人

名
）
、
九
州
大
学

名
（
現
役

名
、
浪
人

名
）

を
始
め
と
し
て
、
北
海
道
大
学
、

名
古
屋
大
学
、
大
阪
大
学
、
広
島

大
学
、
熊
本
大
学
な
ど
全
国
各
地

の
大
学
に
数
多
く
の
合
格
者
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
、

国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
者
数
は

名
で
し
た
。

今
年
の
本
校
卒
業
生
で

年
制

大
学
に
進
学
し
た
者
の
地
区
別
進

学
状
況
は
、
九
州
地
区

・

％
、

関
東
地
区

・

％
、
関
西
地
区

・

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

進
路
指
導
主
事

碇

浩
一

平平
成成

年年
度度
大大
学学
入入
試試
結結
果果
をを
振振
りり
返返
っっ
てて

平
成

年
度
大
学
入
試
結
果
を
振
り
返
っ
て

年度
科目

全 国 本 校
年 年 前年差 年 年 前年差

国 語
世界史
日本史
地 理
現代社会
数学 ・
数学 ・
物 理
化 学
生 物
地 学
英語筆記
リスニング

年 年 前年差 年 年 前年差
国 語
世界史
日本史
地 理
現代社会
数学 ・
数学 ・
物 理
化 学
生 物
地 学
英語筆記
リスニング

表 平成 年度センター試験の平均点

区 分
全 国 本校（現役・延べ人数）

募集人員 志願者数 倍率 受験者数 合格者数 合格率
全 体
国 立 大
公 立 大
前期日程
後期日程
中期日程
推 薦 等

募集人員 志願者数 倍率 受験者数 合格者数 合格率
全 体
国 立 大
公 立 大
前期日程
後期日程
中期日程
推 薦 等

表 国公立大学 入試日程別志願状況

参考 平成 年度国公立大の学部系統別志願状況



表 本 校 の 大 学 合 格 者 数 年 度 別 一 覧 表

第 志望大学調査結果（現 年）

筑 波 大 学

お茶の水大学

一 橋 大 学

埼 玉 大 学

東 京 大 学

東京外国語大学

東京芸術大学

東京農工大学

横浜国立大学

千 葉 大 学

名 古 屋 大 学

京 都 大 学

大 阪 大 学

神 戸 大 学

広 島 大 学

山 口 大 学

九 州 大 学

福岡教育大学

佐 賀 大 学

長 崎 大 学

大 分 大 学

熊 本 大 学

宮 崎 大 学

鹿 児 島 大 学

京都府立医科大

神戸市外国語大学

その他国公立大学

早 稲 田 大 学

慶応義塾大学

その他私立大学

専門学校・未定

合 計

大 学 名

東 京 大 学
一 橋 大 学
東 京 工 業 大 学
東 京 外 国 語 大 学
筑 波 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学
名 古 屋 大 学
京 都 大 学
大 阪 大 学
神 戸 大 学
広 島 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
福 岡 教 育 大 学
佐 賀 大 学
うち医学科（ 佐賀医科大）
長 崎 大 学
熊 本 大 学
鹿 児 島 大 学
全 国 立 大
全 公 立 大
全 国 公 立 大
早 稲 田 大 学
慶 應 大 学
上 智 大 学
東 京 理 科 大 学
中 央 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 学 院 大 学
福 岡 大 学
西 南 学 院 大 学
全 私 立 大

現浪 現浪 現浪 現浪 現浪 現浪 現浪 現浪
平成 年度

現役 浪人 合計
平成 年度

東 京 大 学
一 橋 大 学
東 京 工 業 大 学
東 京 外 国 語 大 学
筑 波 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学
名 古 屋 大 学
京 都 大 学
大 阪 大 学
神 戸 大 学
広 島 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
福 岡 教 育 大 学
佐 賀 大 学
うち医学科（ 佐賀医科大）
長 崎 大 学
熊 本 大 学
鹿 児 島 大 学
全 国 立 大
全 公 立 大
全 国 公 立 大
早 稲 田 大 学
慶 應 大 学
上 智 大 学
東 京 理 科 大 学
中 央 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 学 院 大 学
福 岡 大 学
西 南 学 院 大 学
全 私 立 大



季
節
が
め
ぐ
り
、
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
西
高
で
の

度
目
の
春
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
桜
も

早
く
咲
き
、
中
庭
の
藤
棚
も
色
づ

い
て
い
ま
す
。

年
前
初
々
し
い

表
情
で
入
学
し
て
き
た
生
徒
た
ち

が
も
う

年
生
か
と
、
時
の
流
れ

の
速
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の

年

間
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
授
業

中
だ
け
で
な
く
、
掃
除
時
間
や
集

会
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
み
な
さ
ん

に
出
会
え
、
私
自
身
も
少
し
ば
か

り
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
高
校
生
活
も
あ
と

年
に

な
っ
た
み
な
さ
ん
に
少
し
だ
け
話

し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
高
校
時
代
に
は
高
校
時

代
に
し
か
学
べ
な
い
学
問
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
高
校
が

象

牙
の
塔

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
と
こ
と
ん

学
問
に
の
め
り
こ
む
こ
と
は
、

青
春

と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
期

年
学
年
主
任

笹
谷
留
里
子

（

組
担
任
）

に
は
必
ず
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

年
生
で
す
か
ら
、
き
た
る
べ
き
受

験
を
見
す
え
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
言
っ

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高

校
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
み
な

さ
ん
の
血
と
な
り
、
肉
と
な
り
、

生
き
る
糧
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
今
日
明
日
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
学
問
と
い
う
も
の
は
学
ん
だ

そ
の
時
に
す
ぐ
に
役
に
立
つ
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
時

を
経
て
、
あ
る
き
っ
か
け
で
学
ん

だ
こ
と
が
蘇
っ
て
き
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
い
く
う
ち

に
学
ん
だ
こ
と
の
価
値
を
再
発
見

し
た
り
、
ま
た
自
分
で
意
識
し
て

い
な
く
て
も
自
分
の
考
え
の
基
礎

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
よ

く
あ
る
こ
と
で
す
。
私
も
高
校
時

代
暗
記
さ
せ
ら
れ
た
古
文
の
一
節

が
、
何
気
な
い
日
常
の
な
か
で
頭

を
よ
ぎ
り
、

あ
ぁ
な
る
ほ
ど

と
古
の
人
々
に
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

実
は
春
休
み
を
利
用
し
て
雪
を

湛
え
て
い
る
富
士
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
大
学
生
の
頃
に
一
度
電
車

か
ら
眺
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
後
な
か
な
か
機
会
に
恵

ま
れ
ず
、
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
訪
れ
た
そ
の
日
は
少

し
雲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
電
車
が

徐
々
に
近
づ
く
と
雲
は
ま
る
で
何

か
に
導
か
れ
る
よ
う
に
右
に
流
れ

て
い
き
、
富
士
の
姿
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
す
そ
野
ま
で
広
が
る
雄

大
な
姿
を
見
て
、
こ
れ
が
富
士
の

美
し
さ
か
と
感
嘆
し
ま
し
た
。
古

よ
り
和
歌
な
ど
に
詠
ま
れ
て
い
た

こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
浮
世
絵
や
小

説
の
題
材
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

次
々
に
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
古
の
人
々
と
同
じ
感
動
を
味

わ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
高
校
時
代

無
意
味
だ
と
感
じ
て
い
た
多
く
の

学
問
が
こ
の
感
動
を
支
え
て
い
て

く
れ
て
い
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

感
動
を
何
倍
に
も
し
て
く
れ
ま
し

た
。生

徒
の
み
な
さ
ん
。
と
こ
と
ん

学
ん
で
く
だ
さ
い
。
血
、
肉
、
生

き
る
糧
と
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
学
問
に
対
し
て
常
に

謙
虚

で
、

貪
欲

で
あ
っ
て
く
だ
さ

い
。

学学
ぶぶ
とと
いい
うう
ここ
とと
。。

学
ぶ
と
い
う
こ
と
。

年

組
担
任

執
行

正
治

い
つ
も
と
お
な
じ
も
の
を
く

い

い
つ
も
と
お
な
じ
も
の
を

き
て

い
つ
も
と
お
な
じ
に
や

れ
ば
よ
い

そ
ん
な
心
境
に
な
っ

た
も
の
は
必
ず
栄
冠
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
。
特
別
な
こ
と
は
何

も
や
る
必
要
は
な
い
。
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
や
る

だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
成
功
の
カ

ギ
で
あ
り
、
何
回
か
受
験
生
と
苦

楽
を
共
に
し
た
私
が
、
唯
一
君
た

ち
に
言
え
る
言
葉
だ
。

諸
君
の
健
闘
を
祈
る
！

年

組
担
任

山
口

司

夢
を
形
に
す
る
こ
と

僕
の

今
年
の
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
夢

を
形
に
す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
、
教
師
と
い
う

仕
事
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
夢
や
野
望
や
大
切
に
し
た

い
も
の
に
つ
い
て
語
り
、
前
を
向

い
て
上
を
向
い
て
、
共
に
歩
い
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
で
き
れ
ば
、

あ
な
た
の
そ
の
夢
が
、
他
の
誰
か

も
幸
せ
に
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
い

い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

年

組
担
任

谷
島
詠
梨
子

何
も
咲
か
な
い
寒
い
日
は
、

下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
せ
。
い
つ

か
大
き
な
花
が
咲
く

マ
ラ
ソ
ン

の
高
橋
尚
子
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

こ
の

年
、
つ
ら
い
日
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
結
果

が
出
ず
に
焦
る
日
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
大
き
な

花
を
咲
か
せ
て
い
る
自
分
を
イ

メ
ー
ジ
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
春
、

満
開
の
笑
顔
が
咲
く
よ
う
に
、
一

緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年

組
担
任

荒
木

信
幸

こ
の

年
は
、
自
分
を
ご
ま
か

さ
ず
に
目
標
に
向
か
っ
て
必
死
に

努
力
を
す
べ
き
と
き
で
あ
る
。
大

切
な
の
は
、
ミ
ス
を
し
て
も
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ミ
ス
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
揺
る

ぎ
な
い
信
念
の
も
と
、
謙
虚
な
姿

勢
で
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
努
力

を
続
け
れ
ば
、
未
来
は
確
実
に
変

わ
る
。
共
に
が
ん
ば
ろ
う
。

や
る
し
か
な
い
。今
し
か
な
い
。

年

組
担
任

陣
内

剛

努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
。
私

も
そ
う
思
い
ま
す
。
結
果
を
出
す

人
は
努
力
し
た
人
で
す
。
今
ま
で

努
力
し
て
も
結
果
が
出
な
か
っ
た

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ

の
人
は
ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
、
努
力
で

き
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
は
？

君
た
ち
は
努
力
す
れ
ば
必
ず
で
き

る
。
時
間
、
内
容
、
す
べ
て
の
こ

と
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
努
力
し

て
み
ま
し
ょ
う
。来
春
、
合
格

と
い
う
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
。

年

組
担
任

北
川

宏
武

こ
れ
か
ら
君
た
ち
は
、
学
業
や

部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
の
集
大

成
の
た
め
必
死
に
打
ち
込
み
、
成

君君君君君君
たたたたたた
ちちちちちち
にににににに
期期期期期期
待待待待待待
すすすすすす
るるるるるる

君
た
ち
に
期
待
す
る



新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新

し
い
ク
ラ
ス
で
、
新
し
い
級
友
や

先
生
と
の
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
昨
年
度
、
西
高
で
の

生
活
は
経
験
済
み
で
あ
る
。
で
も
、

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も
教
室
か
ら
見

え
る
外
の
風
景
も
昨
年
度
と
は
違

う
。
何
と
な
く
、
気
持
ち
も
改

ま
っ
た
感
じ
が
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
機
に
乗
じ
て
、

新
し
い
自
分
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
。昨

年
度
、
こ
の
学
年
は
、

謙

虚
に
学
び
、
ひ
た
む
き
に
努
力
す

る

の
学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

早
く

西
高
生

に
な
る
こ
と
と
、

適
切
な
文
・
理
選
択
を
二
大
目
標

と
し
て

年
間
ひ
た
走
っ
た
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
浸
透
度
は
測
り
か
ね

る
が
、
二
大
目
標
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
成
果
を
得
た
も
の
と
確
信

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
に

つ
い
て
み
る
と
、
果
た
し
て
こ
れ

が

西
高
生
？

と
疑
い
た
く
な

る
人
物
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
一
つ
一
つ
の
学
校
行
事

や
定
期
考
査
、
模
擬
試
験
等
を
経

る
ご
と
に
、
君
た
ち
は
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
、

ら
し
く

な
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
の
だ
。
ま

た
、文
・
理
選
択
に
つ
い
て
も
、君

た
ち
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
何

度
も
面
談
を
繰
り
返
し
て
納
得
ゆ

く
選
択
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
新
学
年
が
ス
タ
ー
ト
し

て

ヵ
月
ほ
ど
が
経
過
し
た
。

年
生

と
い
う
学
年
を
、
君

ら
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
も
し
、

学
校
に
は
慣

れ
た
し
、
受
験
も
ま
だ
先
だ
か
ら
、

気
楽
に
の
ん
び
り
で
き
る

と
い

う
甘

い
考
え
を
持
っ
て
い
る
者

が
い
る
と
す
れ
ば
、
一
刻
も
早
く

改
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
何
故
な
ら
、

年
生
こ
そ
が
、

正
念
場
の
学
年
で
あ
る
か
ら
だ
。

ま
ず
、
授
業
で
は
、
す
べ
て
の
教

科
で
質
・
量
が
ア
ッ
プ
す
る
。
ま

た
、
理
系
に
と
っ
て
の
理
科
や
文

系
に
と
っ
て
の
地
歴
の
よ
う
に
、

難
関
大
の
二
次
試
験
で
課
せ
ら
れ

る
科
目
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、
部
活
動
で
は

年
生
が
中

核
の
学
年
と
し
て
、

年
生
と
共

に
高
校
総
体
等
を
戦
い
、

年
生

の
引
退
以
降
は
、

年
生
を
指
導

し
た
り
チ
ー
ム
全
体
を
盛
り
立
て

た
り
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
、
西
高
生
徒
会
も

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
西
高
祭

や
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
の
学
校
行

事
を
運
営
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、

年
生
は
西
高
の
屋
台

骨
を
背
負
う
学
年
な
の
だ
。
ま
た
、

個
人
的
に
も
、
進
路
決
定
の
重
要

な
参
考
と
な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
参
加
や
、
北
海
道
へ
の

修
学
旅
行
な
ど
、
視
野
を
広
げ
自

己
の
進
路
と
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
い
く
つ

も
あ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
学
年
に
臨
む
に
あ

た
り
、
私
た
ち
担
任
団
は
、

学

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

自
己
を
知

り
、
他
者
を
知
り
、
世
界
を
知

る

と
し
た
。
ま
ず
、
自
分
自
身

が
ど
ん
な
人
物
で
あ
る
の
か
を
知

る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
を
と
り
ま

く
人
々
が
何
を
思
い
何
を
考
え
行

動
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
、
狭
い
自
分
の
殻
に
こ
も

自自
己己
をを
知知
りり
、、
他他
者者
をを
知知
りり
、、
世世
界界
をを
知知
るる

自
己
を
知
り
、
他
者
を
知
り
、
世
界
を
知
る

第 志望大学調査結果（ 年）

自 治 医 科 大 学

筑 波 大 学

千 葉 大 学

東 京 大 学

東 京 学 芸 大 学

東 京 工 業 大 学

東 京 農 工 大 学

一 橋 大 学

横 浜 国 立 大 学

名 古 屋 大 学

京 都 大 学

大 阪 大 学

大 阪 教 育 大 学

神 戸 大 学

広 島 大 学

九 州 大 学

福 岡 教 育 大 学

佐 賀 大 学

長 崎 大 学

熊 本 大 学

横 浜 市 立 大 学

神戸市外国語大学

早 稲 田 大 学

福 岡 大 学

専 門 学 校・ 未 定

合 計

年
学
年
主
任

平
川

聡

（

組
担
任
）

就
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鍛
身
養
志

の
精
神
を
も
ち
、

努
力
は
報
わ
れ
る
こ
と
を
信
じ
、

果
敢
に
全
て
の
こ
と
に
打
ち
込
み

ま
し
ょ
う
。

頑
張
っ
た
ら
、
顔

晴
れ
る
！

で
す
。
君
た
ち
の
熱

い
青
春
を
応
援
し
ま
す
。

年

組
担
任

椛
島

秀
樹

プ
ラ
イ
ド
を
持
て

と
言
い
、

プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
ろ

と
言
う
。

プ
ラ
イ
ド

と
は
何
だ
？
プ
ラ

イ
ド
と
は
努
力
し
た
自
分
に
対
す

る
自
信
で
あ
り
、
努
力
し
た
自
分

を
裏
切
れ
な
い
と
い
う
気
概
で
あ

る
と
考
え
る
。
内
に
向
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
外
に
向
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
強
者
と
向
き
合

う
こ
と
を
避
け
、
弱
者
を
見
下
す

こ
と
で
維
持
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

年
生
諸
君
、
プ
ラ
イ
ド
を

育
て
よ
！

る
こ
と
な
く
積
極
的
に
新
し
い
世

界
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
、
そ

れ
が
こ
の
学
年
に
必
要
だ
と
考
え

た
の
だ
。
確
か
に
、

言
う
は
易

し
、
行
う
は
難
し

か
も
し
れ
な

い
。
が
、
最
初
か
ら
諦
め
て
は

ミ
リ
も
進
歩
は
な
い
。
先
ず
は
言

葉
を
噛
み
し
め
、
自
分
な
り
に
咀

嚼
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に

移
し
て
ほ
し
い
。




